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  平成18年７月31日

各  位 
  会社名 株式会社 クレスコ 
  代表者名 代表取締役社長 熊 澤 修 一 

 （コード番号：４６７４ 東証第一部） 
    問合せ先 取締役経理部長 山 田 則 夫 

  （ＴＥＬ （０３）５７６９－８０１１）  
     

 
業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
Ⅰ．最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年４月24日の決算発表時に公表した平成19年３月期(平成18年４月１日～

平成19年３月31日)の連結業績予想(中間期及び通期)及び個別業績予想(中間期及び通期)を下記のとおり修正いた
しましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成19年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成18年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ） 6,500 468 253 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,860 276 △111 

 増   減   額 （Ｂ－Ａ） △640 △192 △364 

 増   減   率 （％） △9.8 △41.0 － 

（ご参考） 
 前 期 実 績（平成17年９月中間期）

5,656 409 242 

 
 
２．平成19年３月期中間個別業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成18年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,600 436 235 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,180 227 △147 

 増   減   額 （Ｂ－Ａ） △420 △209 △382 

 増   減   率 （％） △7.5 △47.9 － 

（ご参考） 
 前 期 実 績（平成17年９月中間期）

4,982 380 227 
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３．平成19年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ） 13,600 980 530 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 12,580 718 115 

 増   減   額 （Ｂ－Ａ） △1,020 △262 △415 

 増   減   率 （％） △7.5 △26.7 △78.3 

（ご参考） 
 前 期 実 績（平成18年３月期） 

11,527 861 332 

 （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  17円 60銭 
 
 
４．平成19年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ） 11,600 879 474 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 10,800 605 41 

 増   減   額 （Ｂ－Ａ） △800 △274 △433 

 増   減   率 （％） △6.9 △31.2 △91.4 

（ご参考） 
 前 期 実 績（平成18年３月期） 

10,207 796 339 

 （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  6円 27銭 

 
５．修正の理由 
 日本経済の回復を受けて売上高の拡大と収益性の確保の方針の下に事業展開を行ってまいりましたが、飲料メー
カー様向け受発注プロジェクトにおいて、厳しい受注条件を勘案し、オフショア開発とローカル開発を併用して対
処いたしましたが、業務仕様確定の遅れと開発の遅延により大幅なコスト・オーバーが発生する見込みとなりまし
た。当該プロジェクトの将来にわたる必要コストを含めて特別損失として計上するとともに、業績全体への影響及
び第一四半期における執行状況を勘案して、平成１９年３月期の業績見通しを修正いたしました。 
（１）売上高の修正について 
  以下の主要な理由により平成１９年３月期の売上高見通しを１０億２０百万円減額いたしました。 
  Ａ．上記特別損失プロジェクト及び外注確保難等による受注機会の毀損により８億４０百万円。 
  Ｂ．当社及び子会社におけるソリューション販売、製品販売の受注ずれ込みにより１億１０百万円。 
  Ｃ．新規設立子会社の受注立ち上がりの遅れにより７０百万円。 
（２）経常利益の修正について 
  以下の主要な理由により平成１９年３月期の経常利益見通しを２億６２百万円減額いたしました。 
  Ａ．売上高見通し減額により１億３０百万円。 
  Ｂ．赤字プロジェクトの赤字額及び期待利益損失により１億２０百万円。 
（３）当期純利益の修正について 
  経常利益の修正及び特別損失として前述のプロジェクトに関する必要コスト４億４４百万円を特別損失として

計上したため、平成１９年３月期の当期純利益見通しを４億１５百万円減額いたしました。 
 
（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在のデータに基づき作成したものであり、予想につきましては

様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 
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Ⅱ．当社は、平成18年７月31日開催の取締役会において、当中間期及び期末の１株当たり配当予想について、下記

のとおり修正することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．配当予想修正の理由 
 配当に関しましては、当社の経常利益を基に特別損益を零とした場合に算出される当期純利益の40％を継続的に
実現することを目指しておりますが、通期の経常利益が６億５百万円の予想となりましたので、以下のとおり配当
予想を修正いたします。 
 
２．配当予想修正の内容 

（単位：円） 

 中   間 期   末 年   間 

 前回発表予想 14.00 15.00 29.00

 今回修正予想 11.00 11.00 22.00

 前期（平成18年３月期）実績 14.00 15.00 29.00

 
 

以  上 
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